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太
宰
治
「
皮
膚
と
心
」
に
お
け
る
都
市
空
間
周
希
瑜
は
じ
め
に
「
皮
膚
と
心
」
は
『
文
學
界
』
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
第
六
巻
十
一
号
に
発
表
さ
れ
、
山
内
祥
史
に
よ
る
と
、
脱
稿
は
お
よ
そ
一
九
三
九
年
九
月
の
末
ま
で
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
作
品
を
同
時
代
の
文
脈
に
お
き
直
し
な
が
ら
、
(1)
作
品
に
お
け
る
地
名
に
注
目
し
、
都
市
空
間
の
ど
こ
に
「
私
」
と
「
あ
の
人
」
は
生
き
て
い
る
の
か
、
ど
こ
へ
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
移
動
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
抽
象
的
な
解
釈
を
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
の
作
品
の
読
み
方
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。「
皮
膚
と
心
」
の
同
時
代
評
は
あ
ま
り
多
く
な
い
も
の
の
、
そ
の
中
で
は
、
前
作
「
女
生
徒
」
と
の
比
較
が
さ
れ
て
い
る
。
太
宰
治
「
女
生
徒
」
は
同
年
四
月
、『
文
學
界
』
の
四
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
、
川
端
康
成
ら
か
ら
絶
賛
に
近
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
注
目
を
集
め
て
い
た
。
同
年
十
(2)
一
月
に
同
じ
く
『
文
學
界
』
に
発
表
さ
れ
た
「
皮
膚
と
心
」
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
評
価
の
文
脈
を
受
け
継
ぎ
、
好
評
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
皮
膚
と
心
」
の
同
時
代
評
に
つ
い
て
、
後
世
か
ら
見
れ
ば
、「
研
究
の
立
場
か
ら
は
そ
の
読
後
感
を
超
え
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
相
対
化
す
る
よ
う
な
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
」
が
、「
架
空
の
女
」、「
女
ご
こ
ろ
へ
の
理
解
」
、「
太
宰
治
が
女
に
な
(3)
(4)
つ
て
、
め
ん
め
ん
と
語
る
」
、「
巧
み
に
女
心
を
描
い
て
ゐ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
(5)
(6)
太
宰
治
は
女
性
の
立
場
に
立
っ
て
、
女
を
理
解
し
な
が
ら
女
を
う
ま
く
書
い
た
と
い
う
よ
う
な
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
太
宰
自
身
が
語
る
と
こ
ろ
は
、
こ
う
し
た
同
時
代
の
受
容
と
は
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
。
男
は
、
女
に
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
女
装
す
る
こ
と
は
、
で
き
る
。（
略
）
女
が
描
け
て
ゐ
な
い
、
と
い
ふ
こ
と
は
、
何
も
、
そ
の
作
品
の
決
定
的
な
不
名
誉
で
は
な
い
。
女
を
描
け
な
い
の
で
は
な
く
て
、
女
を
描
か
な
い
の
で
あ
る
。
（
略
）
私
は
、
し
ば
ら
く
、
こ
の
態
度
に
據
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
る
。（
略
）
私
は
、ひ
と
り
に
な
つ
て
も
、や
は
り
、観
念
の
女
を
描
い
て
ゆ
く
だ
ら
う
。（
略
）
こ
の
ご
ろ
ま
た
、
小
説
を
書
き
は
じ
め
て
、
女
性
を
描
く
の
に
、
多
少
、
秘
法
に
気
が
つ
い
た
。（「
女
人
創
作
」『
日
本
文
学
』
一
九
三
八
年
十
一
月
『
太
宰
治
全
集
随
筆
』）
11
一
九
三
八
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ
た
随
筆
「
女
人
創
作
」
の
な
か
で
、
太
宰
治
は
女
性
の
実
態
で
は
な
く
、「
観
念
の
女
」
を
描
く
こ
と
に
「
秘
法
」
を
見
つ
け
た
と
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主
張
し
て
い
る
。
同
時
代
評
の
よ
う
に
自
身
が
「
女
に
な
っ
て
」、「
女
心
」
を
語
っ
て
い
る
の
だ
と
は
説
明
し
て
い
な
い
。
男
性
作
家
で
あ
る
の
に
対
し
て
女
性
を
主
語
と
し
た
一
人
称
小
説
の
戦
略
、
所
謂
「
女
性
独
白
体
」
は
一
九
三
八
年
以
降
太
宰
治
の
創
作
の
中
に
目
立
っ
て
い
た
形
態
と
し
て
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
随
筆
「
女
人
創
作
」
に
語
っ
た
「
秘
法
」
の
実
践
作
の
一
つ
と
言
え
る
「
皮
膚
と
心
」
は
、
太
宰
治
が
女
性
の
代
弁
者
と
な
っ
て
語
っ
て
い
る
と
は
捉
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
作
品
を
論
ず
る
上
で
、
こ
の
こ
と
は
十
分
に
留
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
、「
皮
膚
と
心
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
太
宰
治
文
学
に
お
け
る
女
性
独
白
体
と
い
う
特
別
な
ジ
ャ
ン
ル
に
注
目
し
、
ほ
か
の
作
品
と
あ
わ
せ
て
、「
女
語
り
」
に
対
す
る
視
座
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
方
で
本
格
的
な
作
品
論
(7)
は
、
近
年
少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
、
新
た
な
成
果
も
現
れ
始
め
て
い
る
。
九
十
年
代
か
ら
榊
原
理
智
の
研
究
を
代
表
と
し
て
、「
人
」
か
ら
「
女
」
へ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
構
築
、
男
（
内
面
）
／
女
（
外
面
）
と
い
う
二
項
対
立
、
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
的
女
性
像
(8)
(9)
の
造
形
や
男
性
中
心
的
権
力
構
造
な
ど
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
批
評
が
、
近
年
の
研
究
(10)
を
一
転
し
た
。
そ
の
他
、
身
体
論
の
観
点
か
ら
、
生
物
学
的
器
官
と
し
て
の
皮
膚
の
社
会
的
機
能
を
分
析
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。(11)
し
か
し
、
同
時
代
の
「
東
京
」
を
物
語
の
舞
台
と
す
る
「
皮
膚
と
心
」
に
お
い
て
、
現
実
の
地
名
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
斉
藤
理
生
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
太
宰
の
作
品
に
、
東
京
内
の
地
名
は
数
多
く
出
て
く
る
。」
の
で
あ
り
、
本
作
も
「
東
京
」
と
い
う
大
都
市
に
暮
ら
し
て
(12)
い
る
結
婚
三
ヵ
月
の
新
婚
夫
婦
の
生
活
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
新
妻
の
「
私
」
が
自
分
の
皮
膚
病
の
こ
と
を
語
る
文
脈
の
中
に
、「
東
京
」
と
い
う
都
市
空
間
の
地
理
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
「
東
京
」
と
い
う
都
市
空
間
の
扱
い
方
と
連
動
し
な
が
ら
描
か
れ
る
「
皮
膚
」
と
い
う
身
体
の
表
象
に
つ
い
て
着
目
す
る
こ
と
で
、
先
行
研
究
と
違
っ
た
視
座
で
作
品
解
釈
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
Ⅰ
本
郷
結
婚
前
に
お
け
る
実
家
で
の
生
活
─
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
四
月
、
市
制
・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
翌
五
月
に
東
京
市
を
設
け
ら
れ
、
東
京
市
十
五
区
（
麹
町
区
・
神
田
区
・
日
本
橋
区
・
京
橋
区
・
芝
区
・
麻
布
区
・
赤
坂
区
・
四
谷
区
・
牛
込
区
・
小
石
川
区
・
本
郷
区
・
下
谷
区
・
浅
草
区
・
本
所
区
・
深
川
区
）
が
誕
生
し
た
。
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
周
辺
町
村
を
合
併
し
て
二
十
区
を
新
設
し
、
東
京
市
は
三
十
五
区
と
な
る
。
本
文
に
出
て
(13)
き
た
地
名
を
拠
点
と
し
て
、
物
語
を
改
め
て
整
理
す
る
。
ま
ず
は
「
本
郷
」
で
あ
る
。
語
り
手
の
「
私
」
の
実
家
は
東
京
の
「
本
郷
」
だ
っ
た
。
学
歴
は
女
学
校
卒
業
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
本
郷
」
は
旧
東
京
市
の
本
郷
区
を
指
し
て
お
り
、
当
時
の
本
郷
を
含
む
「
山
の
手
地
区
に
は
、
学
者
や
技
術
者
・
藝
術
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
知
的
職
業
者
が
比
較
的
多
く
住
」
ん
で
い
た
。
と
り
わ
け
本
郷
は
東
京
帝
国
大
(14)
学
を
中
心
に
し
て
い
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
学
校
の
「
生
理
の
時
間
」
に
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
出
か
け
た
「
上
野
の
科
学
博
物
館
」
の
見
学
で
、
顕
微
鏡
の
拡
大
写
真
や
病
菌
の
模
型
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
私
」
は
皮
膚
病
に
関
す
る
知
識
を
獲
得
し
て
い
る
。
そ
の
生
々
し
さ
ゆ
え
に
、
そ
れ
以
来
「
私
」
の
心
に
は
あ
る
恐
怖
感
が
生
じ
て
い
た
。「
本
郷
」
の
地
名
は
、
女
学
校
で
の
教
育
を
受
け
、
科
学
的
教
養
を
持
っ
た
こ
と
で
は
じ
め
て
皮
膚
病
に
対
す
る
恐
怖
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
「
私
」
の
階
層
を
明
示
す
る
記
号
で
あ
る
と
言
え
る
。
一
九
二
〇
年
七
月
六
日
「
高
等
女
学
校
令
の
改
正
」
に
よ
り
、
尋
常
小
学
校
の
卒
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業（
十
歳
以
上
）及
び
同
等
以
上
の
学
力
を
持
つ
者
は
女
学
校
の
進
学
者
に
当
た
り
、
そ
の
修
業
年
限
は
五
年
を
基
本
と
し
て
い
た
。
物
語
に
お
け
る
現
在
時
点
で
の
(15)
「
私
」
は
既
に
二
十
八
歳
で
、
十
六
歳
の
時
に
卒
業
し
た
と
す
れ
ば
、「
私
」
の
女
学
生
時
代
は
お
よ
そ
一
九
二
〇
年
代
の
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
東
京
市
街
地
図
に
お
け
る
本
郷
区
を
参
照
す
る
と
、「
府
立
第
二
高
等
女
学
校
」、「
淑
徳
女
学
校
」、「
実
科
女
学
校
」
な
ど
多
く
の
女
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
進
学
率
と
い
え
ば
、「
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
(16)
年
に
は
ま
だ
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
か
っ
た
高
等
女
学
校
へ
の
進
学
率
が
、
女
子
の
尋
常
小
学
校
就
学
率
が
ほ
ぼ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
一
九
一
〇
年
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
高
ま
り
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
は
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
ま
で
上
昇
し
、
ほ
ぼ
マ
ス
段
階
に
入
っ
て
い
る
」
状
況
で
は
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
高
等
女
学
校
の
進
学
は
一
部
(17)
分
の
女
子
に
限
ら
れ
て
い
た
。
少
な
く
と
も
「
私
」
の
場
合
は
、
同
時
代
の
な
か
で
は
、
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
家
庭
で
生
ま
れ
育
ち
、
豊
か
な
女
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
父
が
亡
く
な
っ
て
、
か
つ
て
の
裕
福
な
家
庭
環
境
は
失
わ
れ
た
。
そ
の
上
、
二
十
四
、
二
十
五
歳
ま
で
良
い
縁
談
が
な
く
て
、「
女
ば
か
り
の
弱
い
家
庭
」
の
た
め
結
婚
も
で
き
な
か
っ
た
。
長
女
と
し
て
の
「
私
」
は
、「
近
所
の
子
供
さ
ん
の
洋
服
の
注
文
」
を
受
け
よ
う
と
、
家
で
仕
事
を
し
な
が
ら
「
自
活
の
道
を
た
て
」
て
、
一
家
の
長
の
役
割
を
引
き
継
が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ⅱ
銀
座
資
生
堂
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
─
次
に
注
目
し
た
い
の
は
、
作
中
に
お
け
る
「
銀
座
」
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。
あ
の
銀
座
の
有
名
な
化
粧
品
店
の
、
蔓
バ
ラ
模
様
の
商
標
は
、
あ
の
人
が
考
案
し
た
も
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
無
く
、
あ
の
化
粧
品
店
か
ら
売
り
出
さ
れ
て
ゐ
る
香
水
、
石
鹸
、
お
し
ろ
い
な
ど
の
レ
ツ
テ
ル
意
匠
、
そ
れ
か
ら
新
聞
の
広
告
も
、
ほ
と
ん
ど
、
あ
の
人
の
図
案
だ
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
十
年
も
ま
へ
か
ら
、
あ
の
店
の
専
属
の
や
う
に
な
つ
て
、
異
色
あ
る
蔓
バ
ラ
模
様
の
レ
ツ
テ
ル
、
ポ
ス
タ
ア
、
新
聞
広
告
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
お
ひ
と
り
で
、
お
画
き
に
な
つ
て
ゐ
た
の
だ
さ
う
で
、
い
ま
で
は
、
あ
の
蔓
バ
ラ
模
様
は
、
外
国
の
人
さ
へ
覚
え
て
ゐ
て
、
あ
の
店
の
名
前
を
知
ら
な
く
て
も
、
蔓
バ
ラ
を
典
雅
に
絡
か
ら
み
合
せ
た
特
徴
あ
る
図
案
は
、
ど
な
た
だ
つ
て
一
度
は
見
て
、
そ
う
し
て
、
記
憶
し
て
ゐ
る
ほ
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
も
の
ね
。
私
な
ど
も
、
女
学
校
の
こ
ろ
か
ら
、
も
う
、
あ
の
蔓
バ
ラ
模
様
を
知
つ
て
ゐ
た
や
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
奇
妙
に
、
あ
の
図
案
に
ひ
か
れ
て
、
女
学
校
を
出
て
か
ら
も
、
お
化
粧
品
は
、
全
部
あ
の
化
粧
品
店
の
も
の
を
使
つ
て
、
謂
わ
ば
、
ま
あ
、
フ
ア
ン
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
銀
座
」
は
当
時
旧
東
京
市
の
京
橋
区
に
属
し
て
い
た
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
「
私
」
の
夫
が
「
商
標
」
を
考
案
し
た
と
い
う
「
銀
座
の
有
名
な
化
粧
品
店
」
が
、
当
時
の
資
生
堂
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
は
多
く
の
先
行
研
究
の
中
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
販
売
網
の
広
が
り
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
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る
。
「
資
生
堂
製
品
が
―
御
愛
用
者
の
皆
様
に
届
く
ま
で
の
系
統
図
」（『
資
生
堂
グ
ラ
フ
』
第
四
二
号
、
一
九
三
七
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
一
〇
二
の
販
売
会
社
・
配
給
所
が
チ
ェ
イ
ン
ス
ト
ア
組
織
に
加
盟
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
朝
鮮
半
島
・
台
湾
・
中
国
の
、
京
城
府
・
釜
山
府
・
群
山
府
・
台
北
市
・
大
連
市
・
奉
天
市
・
哈
爾
浜
市
・
上
海
・
天
津
の
一
〇
ヵ
所
も
含
ま
れ
て
い
た
。
一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
開
始
後
は
、
戦
時
色
が
強
く
な
る
。
そ
れ
で
も
一
九
四
〇
年
ま
で
の
三
年
間
で
資
生
堂
の
配
給
網
は
、「
内
地
」「
外
地
」
を
問
わ
ず
き
め
細
か
く
な
っ
て
い
っ
た
。（
和
田
博
文
『
資
生
堂
と
い
う
文
化
装
置
1872
ｰ1945 』
岩
波
書
店
二
〇
一
一
年
四
月
三
七
三
頁
）
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
資
生
堂
は
も
は
や
日
本
本
土
の
み
な
ら
ず
、
海
外
に
も
進
出
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
「
商
標
」
は
ま
さ
に
「
私
」
が
語
る
よ
う
に
「
外
国
の
人
さ
え
覚
え
て
い
」
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
の
一
年
間
の
あ
い
だ
、
日
本
国
内
の
経
済
統
制
な
ど
、
化
粧
品
の
物
品
税
は
か
な
り
引
き
上
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
株
式
会
社
資
生
堂
の
営
業
成
績
は
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
増
率
を
示
し
た
」
と
い
う
。
そ
の
後
戦
時
色
が
急
速
に
強
ま
る
に
つ
れ
て
、
(18)
一
九
四
一
年
に
な
る
と
、
化
粧
品
は
物
品
税
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
、
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
賦
課
さ
れ
、
容
器
事
情
も
加
え
て
製
造
中
止
に
な
る
化
粧
品
も
次
々
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
、
一
九
三
九
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
戦
(19)
時
下
の
資
生
堂
は
衰
退
の
道
を
辿
っ
て
い
っ
た
が
、「
私
」
が
語
る
の
は
そ
の
よ
う
な
衰
退
以
前
の
勢
い
の
あ
る
時
期
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
デ
パ
ー
ト
や
電
話
局
で
働
く
職
業
婦
人
や
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
、
女
学
生
な
ど
を
含
む
新
時
代
女
性
は
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
た
。
化
粧
、
服
装
、
髪
型
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、「
モ
ダ
(20)
ン
ガ
ー
ル
」
は
女
性
一
般
か
ら
区
別
さ
れ
る
よ
う
な
外
面
的
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
当
時
、「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
は
一
つ
の
流
行
語
で
あ
り
、「
軽
佻
浮
薄
」
と
い
っ
た
批
判
や
揶
揄
が
多
く
、
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
対
象
で
も
あ
っ
た
。
銀
座
と
い
う
場
所
、
資
生
堂
と
い
う
文
化
装
置
は
、
常
に
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
(21)
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
共
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。(22)
一
方
で
「
お
た
ふ
く
」
と
自
称
し
、
自
ら
の
容
貌
に
劣
等
感
を
覚
え
て
い
る
「
私
」
は
、
実
は
自
分
の
顔
つ
き
や
肌
を
非
常
に
気
に
し
て
い
る
。「
皮
膚
と
心
」
の
同
時
代
に
出
版
さ
れ
た
雑
誌
や
書
籍
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
参
照
す
る
と
、『
女
性
美
の
創
作
』（
生
命
の
藝
術
社
一
九
三
五
・
五
）
と
い
っ
た
美
容
叢
書
の
出
版
、
そ
し
て
(23)
女
性
読
者
を
目
指
し
た
『
婦
人
公
論
』、『
婦
人
画
報
』
に
お
け
る
皮
膚
、
化
粧
品
に
関
す
る
知
識
の
紹
介
や
広
告
の
掲
載
な
ど
、「
美
肌
信
仰
と
も
呼
ぶ
べ
き
コ
ー
ド
」
の
下
、
肌
へ
の
関
心
が
当
時
非
常
に
高
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
(24)
た
同
時
代
下
の
状
況
で
、「
蔓
バ
ラ
模
様
」
の
図
案
に
惹
か
れ
て
、「
女
学
校
の
こ
ろ
か
ら
」、「
女
学
校
を
出
て
か
ら
も
」、
よ
く
「
銀
座
」
へ
出
向
き
、「
有
名
な
化
粧
店
」
の
も
の
を
買
っ
て
使
っ
て
い
た
「
私
」
は
、「
謂
わ
ば
、
ま
あ
、
フ
ア
ン
で
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
語
る
。
そ
し
て
夫
が
「
十
年
も
ま
え
か
ら
、
あ
の
店
の
専
属
」
の
「
図
案
工
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、「
私
」
は
改
め
て
結
婚
の
意
義
を
確
か
め
て
い
た
。
本
郷
に
居
住
し
、「
お
た
ふ
く
」
を
自
称
し
な
が
ら
婚
期
を
逸
ら
し
て
い
た
イ
ン
テ
リ
女
性
の
「
私
」
も
ま
た
、「
銀
座
」
が
象
徴
す
る
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
の
文
化
圏
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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Ⅲ
築
地
結
婚
後
夫
婦
の
生
活
─
「
私
」
は
「
本
郷
の
実
家
」
か
ら
、「
あ
の
人
」
は
「
赤
坂
」
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
、
「
築
地
」
の
家
へ
引
っ
越
し
し
、
新
婚
生
活
を
始
め
た
。
築
地
は
銀
座
と
同
じ
く
旧
東
京
市
の
京
橋
区
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
下
町
」
の
一
画
で
あ
り
、
当
時
か
ら
職
人
の
町
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
京
橋
地
区
一
帯
は
、
昔
か
ら
印
刷
業
が
地
場
産
業
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
は
明
治
初
期
に
東
京
築
地
活
版
製
造
所
が
で
き
て
、
初
め
て
活
字
を
大
量
に
供
給
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
」
(25)
り
、「
東
京
の
印
刷
を
最
初
か
ら
リ
ー
ド
し
た
の
が
、
築
地
と
銀
座
を
も
つ
京
橋
区
の
印
刷
会
社
だ
っ
た
」
と
い
え
、
現
在
の
築
地
に
も
大
手
新
聞
社
の
印
刷
工
場
が
(26)
存
在
し
て
い
る
。「
あ
の
人
」
は
意
匠
を
考
案
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
広
告
用
の
版
を
彫
る
「
図
案
工
」
で
あ
る
。「
蔓
バ
ラ
模
様
」
が
大
好
き
な
「
私
」
は
熱
意
を
持
っ
て
夫
に
告
白
し
た
が
、
夫
は
た
だ
「
職
人
仕
事
」
を
し
た
と
「
し
ん
か
ら
恥
づ
か
し
さ
う
に
」
返
事
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
夫
は
自
分
が
「
職
人
」
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、「
私
」
が
「
図
案
工
」
で
あ
る
「
あ
の
人
」
と
結
婚
し
て
、
築
地
に
移
住
す
る
こ
と
に
は
無
視
で
き
な
い
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
参
照
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
婦
人
画
報
』
一
九
三
九
年
五
月
号
に
お
け
る
「
特
別
企
画
日
本
女
性
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
」
と
い
う
コ
ラ
ム
の
な
か
で
、
「
月
収
七
十
円
の
男
と
結
婚
し
ま
す
か
？
」
な
ど
の
質
問
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
都
会
と
地
方
を
分
け
て
、
回
答
を
収
集
し
た
こ
の
調
査
に
お
い
て
、
「
す
る
」
と
答
え
る
大
都
会
の
女
性
は
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
、「
し
な
い
」
と
回
答
し
た
女
性
は
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
回
答
理
由
の
摘
要
に
は
「
結
婚
す
る
と
い
ふ
人
も
、
相
手
に
よ
り
我
慢
し
て
将
来
を
待
つ
と
い
ふ
の
が
多
い
」、「
収
入
な
ど
問
題
に
し
な
い
で
生
活
し
て
見
せ
る
と
い
ふ
の
が
非
常
に
目
立
つ
」
と
示
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
九
年
現
在
の
物
価
で
「
月
収
七
十
円
」
を
換
算
す
れ
ば
、
お
よ
そ
月
二
十
万
円
前
後
に
相
当
す
る
。「
私
」
の
夫
は
、
学
歴
が
小
学
校
卒
業
、
収
入
(27)
は
月
平
均
七
、
八
十
円
く
ら
い
と
、
生
活
は
安
定
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ
の
上
、
初
婚
で
も
な
か
っ
た
。「
私
」
は
た
だ
直
感
に
従
っ
て
、「
同
情
と
憐
憫
で
結
婚
」
を
し
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
結
婚
し
た
三
ヵ
月
後
、「
私
」
は
突
然
皮
膚
病
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
以
下
、
時
系
列
に
従
っ
て
本
文
に
お
け
る
皮
膚
病
の
推
移
を
確
認
し
て
お
く
。
・
ぱ
ら
ぱ
ら
小
さ
い
赤
い
吹
出
物
が
霧
を
噴
き
か
け
ら
れ
た
や
う
に
一
面
に
散
点
し
て
ゐ
て
、
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
は
、
痒
ゆ
く
も
な
ん
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
・
し
ば
ら
く
、
鏡
の
中
の
裸
身
を
見
つ
め
て
ゐ
る
う
ち
に
、
ぽ
つ
り
、
ぽ
つ
り
、
雨
の
降
り
は
じ
め
の
や
う
に
、
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
に
、
赤
い
小
粒
が
あ
ら
は
れ
て
、
頸
の
ま
は
り
、
胸
か
ら
、
腹
か
ら
、
背
中
の
は
う
に
ま
で
、
ま
は
っ
て
ゐ
る
様
子
な
の
で
、
合
せ
鏡
し
て
背
中
を
写
し
て
み
る
と
、
白
い
背
中
の
ス
ロ
オ
プ
に
赤
い
霰
を
ち
ら
し
た
や
う
に
一
ぱ
い
吹
き
出
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、
私
は
、
顔
を
覆
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
・
か
ら
だ
じ
ゅ
う
、
ト
マ
ト
が
つ
ぶ
れ
た
み
た
い
で
、
頸
に
も
胸
に
も
、
お
な
か
に
も
、
ぶ
つ
ぶ
つ
醜
怪
を
極
め
て
豆
粒
ほ
ど
も
大
き
い
吹
出
物
が
、
ま
る
で
全
身
に
角
が
生
え
た
や
う
に
、
き
の
こ
が
生
え
た
や
う
に
、
す
き
ま
な
く
、
一
面
に
噴
き
出
て
、
ふ
ふ
ふ
ふ
笑
ひ
た
く
な
り
ま
し
た
。
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・
い
ま
急
激
に
か
ら
だ
を
動
か
し
た
せ
ゐ
か
、
頸
と
腋
下
の
淋
巴
腺
が
鈍
く
痛
み
出
し
て
、
そ
つ
と
触
つ
て
み
る
と
、
い
づ
れ
も
固
く
腫
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
描
写
は
単
な
る
皮
膚
病
で
は
な
く
、
性
病
の
症
状
に
も
似
て
い
る
。
以
下
は
性
病
（
梅
毒
）
に
関
す
る
文
献
の
引
用
で
あ
る
。
梅
毒
は
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
目
に
属
す
る
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
・
パ
リ
ド
ゥ
ム
と
い
う
い
ま
だ
細
菌
か
原
虫
か
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
病
原
体
を
病
因
と
す
る
、
性
感
染
病
で
あ
る
。
胎
児
が
子
宮
内
で
感
染
す
る
場
合
は
、
先
天
性
梅
毒
と
呼
ば
れ
る
。
症
状
は
三
期
に
大
別
さ
れ
る
。（
略
）
第
二
期
梅
毒
は
感
染
後
お
お
よ
そ
三
ヵ
月
か
ら
三
年
間
に
あ
た
る
。
全
身
に
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ
・
パ
リ
ド
ゥ
ム
が
広
が
る
た
め
に
、
梅
毒
の
症
状
も
全
身
的
な
も
の
で
あ
る
。
最
初
は
二
、
三
週
で
消
え
る
薔
薇
疹
、
次
い
で
そ
れ
か
ら
数
週
間
遅
れ
て
、
ほ
ぼ
全
身
に
左
右
対
称
的
に
生
じ
て
く
る
丘
疹
、
さ
ら
に
遅
れ
て
黄
色
の
膿
を
も
っ
た
梅
毒
性
膿
疱
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
皮
膚
病
変
も
自
然
に
消
え
る
。
こ
の
時
期
の
症
状
で
は
粘
膜
疹
が
も
っ
と
も
伝
染
力
が
強
い
と
言
わ
れ
る
。（
寺
田
光
徳
『
梅
毒
の
文
学
史
』
平
凡
社
一
九
九
九
年
四
月
、
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）
こ
う
し
て
み
る
と
、
結
婚
し
て
三
ヵ
月
ぐ
ら
い
の
「
私
」
に
現
れ
た
皮
膚
病
の
症
状
は
第
二
期
梅
毒
感
染
後
に
多
く
見
ら
れ
る
症
状
と
あ
る
程
度
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
作
中
に
お
い
て
「
結
婚
し
て
、
初
め
て
青
春
の
美
し
さ
を
、
そ
れ
を
灰
色
に
過
し
て
し
ま
っ
た
く
や
し
さ
が
」、「
私
」
に
は
時
々
「
痛
烈
に
感
じ
ら
れ
」
て
お
り
、
こ
の
「
慾
」
と
「
不
貞
」
の
結
果
、
罰
と
し
て
自
分
に
は
「
こ
ん
な
気
味
わ
る
い
吹
出
物
に
見
舞
は
れ
る
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
夫
が
「
私
」
を
連
れ
て
行
っ
た
の
は
、
皮
膚
病
と
性
病
を
専
門
と
す
る
病
院
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
私
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
夫
の
「
不
要
な
卑
下
」
を
連
想
し
、
夫
に
性
病
を
移
さ
れ
た
こ
と
を
疑
う
と
と
も
に
、
ま
た
夫
の
結
婚
が
「
最
初
で
な
い
こ
と
」
を
恨
ん
で
、
夫
の
前
の
結
婚
相
手
に
嫉
妬
し
た
の
で
あ
る
。
結
婚
前
「
あ
の
人
」
が
住
ん
で
い
た
場
所
は
、
実
は
「
赤
坂
の
ア
パ
ー
ト
」
で
あ
っ
た
と
作
中
で
は
語
ら
れ
る
。「
赤
坂
」
と
い
う
地
名
は
旧
東
京
市
一
五
区
の
赤
坂
区
を
指
す
も
の
で
、
そ
こ
で
は
明
治
時
代
か
ら
芸
妓
屋
、
料
理
屋
、
待
合
な
ど
が
相
次
い
で
開
業
し
、特
に
赤
坂
の
田
町
通
り
は
花
柳
界
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
そ
し
て
「
皮
膚
と
心
」
発
表
の
九
年
前
、「
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
ご
ろ
に
は
、
芸
妓
屋
一
四
〇
軒
、
芸
者
四
〇
八
人
、
待
合
・
料
理
屋
一
一
四
軒
を
数
え
る
ほ
ど
に
発
展
し
」、
ま
さ
に
赤
坂
は
賑
や
か
な
享
楽
地
で
あ
っ
た
。「
私
」
が
想
像
す
る
夫
(28)
の
過
去
の
中
に
は
、
こ
う
い
っ
た
土
地
柄
に
ま
つ
わ
る
イ
メ
ー
ジ
が
流
れ
込
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
「
赤
坂
」
か
ら
「
以
前
の
世
帯
道
具
一
切
合
切
、
売
り
払
ひ
、
お
仕
事
の
道
具
だ
け
持
つ
て
」
き
た
夫
は
、
結
婚
を
き
っ
か
け
に
「
築
地
」
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
す
る
。
夫
婦
に
な
っ
て
以
降
、「
私
の
か
ら
だ
の
こ
と
に
就
い
て
は
、
い
つ
で
も
、
細
か
す
ぎ
る
ほ
ど
気
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。」、
実
家
か
ら
持
っ
て
き
た
「
ふ
と
ん
や
箪
笥
や
、
そ
の
他
の
家
具
財
産
を
、
私
の
母
に
買
つ
て
も
ら
つ
た
こ
と
を
、
い
つ
も
ま
で
も
気
に
し
て
ゐ
」
る
と
い
う
作
中
の
記
述
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
夫
は
「
私
」
に
対
し
て
や
さ
し
い
人
物
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
同
時
に
結
婚
後
の
「
私
」
が
「
あ
の
人
」
の
所
有
物
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
近
所
の
洋
服
の
注
文
を
受
け
、「
自
活
」
し
よ
う
と
し
て
い
た
「
私
」
は
、
夫
の
収
入
に
頼
っ
て
主
婦
に
な
っ
た
。「
私
」
と
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「
あ
の
人
」
と
の
婚
姻
は
結
局
売
買
契
約
の
よ
う
な
意
味
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
婚
に
伴
い
、
本
郷
（
山
の
手
）
か
ら
築
地
（
下
町
）
に
移
住
す
る
こ
と
は
、
「
私
」
に
と
っ
て
地
理
的
移
動
で
あ
る
と
同
時
に
階
層
移
動
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。Ⅳ
日
本
橋
デ
パ
ー
ト
と
「
女
ら
し
さ
」
─
「
日
本
橋
」
は
旧
東
京
市
日
本
橋
区
の
中
心
地
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
時
代
か
ら
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
、
銀
行
、
証
券
会
社
や
そ
の
関
連
会
社
が
次
々
と
開
店
し
、
金
融
・
経
済
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
日
本
橋
だ
が
、「
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
、
高
島
屋
が
地
下
二
階
、
地
上
八
階
建
て
の
新
店
舗
を
日
本
橋
通
り
に
開
店
、
三
越
（
三
井
呉
服
店
か
ら
改
名
）・
白
木
屋
と
大
型
デ
パ
ー
ト
が
並
び
、
大
売
出
し
時
期
に
は
買
い
物
客
で
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
、「
近
代
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
」
で
も
あ
っ
た
。「
あ
(29)
(30)
の
人
」
が
新
聞
の
広
告
を
調
べ
て
、「
私
」
を
診
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
「
病
院
」
も
「
日
本
橋
、
高
島
屋
裏
」
に
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
の
中
で
現
実
の
地
名
が
多
く
出
て
き
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
病
院
」
も
ま
た
実
際
の
モ
デ
ル
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
一
九
三
七
年
十
月
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
橋
区
史
下
』
の
第
十
章
「
衛
生
」
篇
に
、
日
本
橋
区
の
「
病
院
表
」
が
あ
り
、
病
院
の
所
在
、
主
治
科
目
、
創
立
年
月
、
院
長
、
看
護
婦
の
数
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
創
立
さ
れ
た
「
日
本
橋
病
院
」
は
、
歴
史
が
一
番
長
く
、
内
外
科
、
皮
膚
科
、
性
病
科
な
ど
全
科
対
応
を
し
て
い
た
ほ
か
、
伝
染
病
の
診
療
科
も
設
置
さ
れ
て
い
た
病
院
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
病
院
表
」
の
明
細
に
よ
る
と
、
当
時
で
は
「
日
本
橋
病
院
」
は
有
名
な
総
合
病
院
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
く
、
し
か
も
日
本
橋
区
江
戸
橋
一
丁
目
十
番
に
位
置
し
、
作
中
の
「
高
島
屋
の
裏
」
に
あ
っ
た
と
い
う
記
述
と
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
作
中
の
「
病
院
」
は
実
際
の
都
市
空
間
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
「
病
院
」
の
待
合
室
で
、「
私
」
が
『
ボ
ヴ
ァ
リ
夫
人
』
を
読
み
始
め
る
記
述
が
あ
る
。
エ
ン
マ
の
苦
し
い
生
涯
が
、
い
つ
も
私
を
な
ぐ
さ
め
て
下
さ
い
ま
す
。
エ
ン
マ
の
、
か
う
し
て
落
ち
て
行
く
路
が
、
私
に
は
一
ば
ん
女
ら
し
く
自
然
の
も
の
の
や
う
に
思
は
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
水
が
低
き
に
つ
い
て
流
れ
る
や
う
に
、
か
ら
だ
の
だ
る
く
な
る
や
う
な
素
直
さ
を
感
じ
ま
す
。（
略
）
生
活
を
、
生
活
の
感
触
を
、
溺
愛
い
た
し
ま
す
。
女
が
、
お
茶
碗
や
、
き
れ
い
な
柄
の
着
物
を
愛
す
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
が
、
ほ
ん
た
う
の
生
き
甲
斐
だ
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
刻
々
の
動
き
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
生
き
て
ゐ
る
こ
と
の
目
的
な
の
で
す
。
他
に
、
何
が
要
り
ま
せ
う
。
高
い
リ
ア
リ
ズ
ム
が
、
女
の
こ
の
不
埒
と
浮
遊
を
、
し
つ
か
り
抑
え
て
、か
し
ゃ
く
な
く
あ
ば
い
て
呉
れ
た
な
ら
、私
た
ち
自
身
も
、
か
ら
だ
が
き
ま
つ
て
、ど
の
く
ら
ゐ
楽
か
知
れ
な
い
と
も
思
は
れ
る
の
で
す
が
、
女
の
こ
の
底
知
れ
ぬ
「
悪
魔
」
に
は
、
誰
も
触
ら
ず
、
見
な
い
ふ
り
を
し
て
、
そ
れ
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
悲
劇
が
起
る
の
で
す
。
一
八
五
六
年
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
は
『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
を
書
き
上
げ
た
。
そ
(31)
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
田
舎
娘
の
エ
ン
マ
は
凡
庸
な
医
師
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
と
結
婚
し
た
が
、
少
女
時
代
の
読
書
体
験
か
ら
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
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夢
を
抱
き
続
き
、
や
が
て
現
実
の
生
活
に
幻
滅
を
覚
え
る
。
そ
し
て
「
田
舎
貴
族
ロ
ド
ル
フ
に
誘
惑
さ
れ
、
彼
を
熱
烈
に
愛
す
る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
は
駆
け
落
ち
を
迫
る
が
、
ロ
ド
ル
フ
は
逃
げ
出
す
。
そ
の
後
、
ル
ー
ア
ン
で
再
会
し
た
書
生
レ
オ
ン
と
情
事
を
繰
り
返
し
、
借
金
が
か
さ
ん
で
破
産
宣
告
を
受
け
る
に
至
り
、
エ
ン
マ
は
砒
素
を
飲
ん
で
自
殺
す
る
」
。
日
本
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
傑
作
と
呼
ば
れ
る
『
ボ
(32)
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
は
一
九
〇
八
年
に
初
め
て
抄
訳
さ
れ
、
そ
れ
以
降
水
上
斉
（
一
九
一
三
年
十
月
、
一
九
一
五
年
四
月
）、
田
山
花
袋
（
一
九
一
四
年
六
月
）、
中
村
星
湖
（
一
九
二
〇
年
十
一
月
、
一
九
二
七
年
八
月
）
ら
に
よ
っ
て
、
次
々
翻
訳
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
発
売
禁
止
、
伏
字
を
含
ん
だ
出
版
と
い
っ
た
結
果
が
多
く
、
戦
前
と
戦
中
、
ブ
ー
ム
と
い
う
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
九
三
五
年
に
改
造
社
に
よ
っ
(33)
て
『
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
全
集
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
最
も
流
通
し
た
の
は
恐
ら
く
、
円
本
と
し
て
の
中
村
星
湖
訳
の
『
ボ
ヴ
ァ
リ
夫
人
』（
新
潮
社
『
世
界
全
集
二
〇
』）
で
あ
ろ
う
。
山
川
篤
は
「
事
物
の
描
写
が
翻
訳
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
結
果
、
こ
の
作
品
が
単
な
る
愛
欲
小
説
と
な
り
、
作
品
の
解
釈
も
そ
の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」、「『
ボ
ヴ
ァ
リ
夫
人
』
が
大
正
二
年
、
三
年
、
五
年
と
相
次
い
で
発
禁
と
な
っ
た
こ
と
は
、
自
然
主
義
文
学
を
性
的
描
写
の
文
学
に
矮
小
化
す
る
結
果
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
九
二
〇
、
(34)
三
〇
年
代
で
は
、『
ボ
ヴ
ァ
リ
夫
人
』
は
「
愛
欲
小
説
」、
不
倫
小
説
と
し
て
一
般
的
に
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
夫
は
「
教
養
の
点
で
は
、
大
学
出
の
学
士
と
、
ち
っ
と
も
変
る
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」、「
私
が
い
ち
ど
も
名
前
を
聞
い
た
こ
と
さ
え
な
い
外
国
の
小
説
家
の
作
品
を
、仕
事
の
あ
い
ま
あ
い
ま
に
、熱
心
に
読
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
」と
、作
中
で「
私
」
か
ら
語
ら
れ
る
。『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
に
つ
い
て
、
外
国
文
学
に
関
す
る
「
教
養
」
の
高
い
夫
は
知
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。
妻
で
あ
る
「
私
」
を
伴
い
、
病
院
に
い
た
夫
は
、「
私
」
の
行
為
を
視
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
「
私
」
は
「
膝
の
上
の
風
呂
敷
包
を
ほ
ど
き
、
小
説
本
を
取
り
出
し
、
で
た
ら
め
に
ペ
エ
ジ
を
ひ
ら
き
、
か
ま
わ
ず
そ
こ
か
ら
読
み
は
じ
め
ま
し
た
」
と
語
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
「
私
」
は
夫
の
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
る
。
夫
の
前
で
『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
』
を
読
む
と
い
う
読
書
行
為
を
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、「
私
」
が
、
夫
に
対
し
て
メ
ッ
ゼ
ー
ジ
を
発
信
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
ボ
ヴ
ァ
リ
夫
人
』
エ
ン
マ
の
在
り
方
を
「
一
ば
ん
女
ら
し
く
自
然
の
も
の
」
だ
と
「
私
」
は
主
張
す
る
。
し
か
し
一
九
三
九
年
同
時
代
に
お
い
て
、
夫
を
含
む
当
時
の
男
性
か
ら
み
た
「
女
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
は
、「
心
理
的
な
ま
た
肉
体
的
な
女
性
美
の
意
識
」
を
持
ち
、「
我
々
家
庭
で
見
る
」、「
清
純
」
な
「
教
養
の
あ
る
」
女
性
像
と
い
う
の
が
、
一
般
的
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
読
書
行
為
に
よ
る
パ
フ
(35)
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
明
ら
か
に
あ
る
種
の
批
判
性
を
読
み
取
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
や
は
り
自
分
の
皮
膚
だ
け
を
、
そ
れ
だ
け
は
、
こ
っ
そ
り
、
い
と
ほ
し
み
、
そ
れ
が
唯
一
の
プ
ラ
イ
ド
だ
つ
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
、
い
ま
知
ら
さ
れ
、
私
の
自
負
し
て
ゐ
た
謙
譲
だ
の
、
つ
つ
ま
し
さ
だ
の
、
忍
従
だ
の
も
、
案
外
あ
て
に
な
ら
な
い
贋
物
で
、
内
実
は
私
も
知
覚
、
感
触
の
一
喜
一
憂
だ
け
で
、
め
く
ら
の
や
う
に
生
き
て
ゐ
た
あ
は
れ
な
女
だ
つ
た
の
だ
と
気
附
い
て
、
知
覚
、
感
触
が
、
ど
ん
な
に
鋭
敏
だ
つ
て
も
、
そ
れ
は
動
物
的
な
も
の
な
の
だ
、
ち
つ
と
も
叡
智
と
関
係
な
い
。
全
く
、
愚
鈍
な
、
白
痴
で
し
か
無
い
の
だ
、
と
は
つ
き
り
自
身
を
知
り
ま
し
た
。
私
は
、
間
違
つ
て
ゐ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
で
も
自
身
の
知
覚
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の
デ
リ
ケ
エ
ト
を
、
な
ん
だ
か
高
尚
の
こ
と
に
思
つ
て
、
そ
れ
を
頭
の
よ
さ
と
思
ひ
ち
が
ひ
し
て
、
こ
つ
そ
り
自
身
を
い
た
は
つ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
な
か
つ
た
か
。
私
は
、
結
局
は
、
お
ろ
か
な
、
頭
の
わ
る
い
女
で
す
の
ね
。
夫
は
「
私
」
の
た
め
に
、
有
名
な
「
病
院
」
を
選
ん
で
く
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
本
橋
病
院
を
モ
デ
ル
と
し
た
病
院
の
中
で
、「
私
」
は
「
人
が
変
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
し
い
の
」
と
夫
に
言
い
か
け
そ
う
に
な
る
。
物
語
と
並
行
し
た
同
時
代
の
地
理
状
況
を
み
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
の
築
地
に
は
「
昭
和
八
年
に
理
想
的
な
日
本
一
の
大
病
院
を
建
設
し
た
」
と
し
て
再
建
さ
れ
た
明
治
時
代
創
立
の
聖
路
加
国
際
病
院
が
あ
(36)
っ
た
。
再
建
後
の
聖
路
加
国
際
病
院
に
は
最
新
の
西
洋
医
学
が
導
入
さ
れ
、
評
価
も
高
か
っ
た
。
夫
婦
は
「
築
地
」
に
住
ん
で
い
る
の
に
、
な
ぜ
「
築
地
」
の
病
院
で
は
な
く
、
夫
は
「
日
本
橋
」
に
あ
っ
た
「
病
院
」
を
選
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
物
語
設
定
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
生
活
の
感
触
を
、
溺
愛
い
た
し
ま
す
。」、
「
女
が
、
お
茶
碗
や
、
き
れ
い
な
柄
の
着
物
を
愛
す
る
の
は
」、「
ほ
ん
と
う
の
生
き
甲
斐
だ
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
「
私
」
は
「
女
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
日
本
橋
で
は
、
高
島
屋
を
は
じ
め
、
三
越
や
白
木
屋
な
ど
が
昭
和
の
代
表
的
な
デ
パ
ー
ト
と
し
て
存
在
し
、
華
々
し
い
デ
パ
ー
ト
の
立
ち
並
び
は
「
昭
和
初
期
の
都
市
の
消
費
文
化
を
代
表
す
る
景
観
と
な
っ
て
ゆ
く
」
。
ゆ
え
に
日
本
橋
は
「
私
」
(37)
の
「
女
ら
し
さ
」
を
表
現
で
き
る
場
所
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
物
質
に
拘
っ
た
「
私
」
の
気
質
に
合
う
場
所
で
あ
る
日
本
橋
に
あ
る
病
院
は
一
番
信
頼
性
の
高
い
病
院
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
病
院
で
、
お
医
者
の
診
査
を
受
け
た
結
果
、「
私
」
が
罹
っ
た
皮
膚
病
は
、
夫
か
ら
移
さ
れ
た
性
病
で
は
な
く
、
食
物
中
毒
に
よ
る
「
単
純
な
も
の
」
だ
と
わ
か
る
。「
わ
る
い
も
の
を
食
べ
た
」
た
め
に
、
皮
膚
に
反
応
し
、
結
局
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。「
皮
膚
」
に
過
剰
な
注
目
を
払
っ
た
「
私
」
は
「
お
ろ
か
な
、
頭
の
わ
る
い
女
」
だ
と
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
に
対
す
る
認
識
を
逆
転
す
る
。
美
し
い
も
の
の
裏
に
、
醜
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
対
照
関
係
が
、
日
本
橋
と
い
う
地
名
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
、
そ
し
て
華
や
か
な
デ
パ
ー
ト
の
裏
に
病
院
が
位
置
す
る
と
い
う
実
際
の
都
市
空
間
に
基
づ
く
描
写
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
私
」
の
認
識
変
化
の
可
能
性
を
呈
示
す
る
。
お
わ
り
に
「
私
」
の
実
家
の
所
在
地
「
本
郷
」、
夫
が
住
ん
で
い
た
「
赤
坂
」、
そ
し
て
結
婚
後
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
る
「
築
地
」
と
い
う
三
つ
の
地
名
は
、
旧
東
京
市
の
地
図
の
中
で
、
宮
城
（
皇
居
）
を
中
心
点
と
し
て
三
角
形
の
構
図
を
形
成
し
て
い
る
。
地
理
的
な
空
間
か
ら
見
れ
ば
、
夫
の
「
赤
坂
」
か
ら
「
築
地
」
へ
の
移
動
は
平
行
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
本
郷
」
か
ら
「
築
地
」
へ
の
移
動
は
「
私
」
に
と
っ
て
は
、
地
理
的
な
移
動
の
意
味
だ
け
で
な
く
、「
上
」
か
ら
「
下
」
へ
と
階
層
的
な
移
動
で
も
あ
る
。「
皮
膚
と
心
」
の
中
に
、「
東
京
」
と
い
う
都
市
空
間
は
巧
み
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
重
要
な
意
味
づ
け
を
持
つ
位
置
関
係
を
示
し
て
い
る
。
都
市
に
生
き
る
「
私
」
の
身
体
は
、「
皮
膚
」
に
罹
っ
た
病
気
の
こ
と
で
前
景
化
さ
れ
、
同
時
に
「
あ
の
人
」
と
の
夫
婦
関
係
も
顕
在
化
さ
れ
て
き
た
。「
私
」
と
「
あ
の
人
」
は
単
純
な
男
女
の
対
立
か
ら
み
る
二
元
論
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
二
人
の
間
の
階
級
差
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
、
作
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
構
図
・
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
銀
座
の
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「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」、
日
本
橋
の
「
デ
パ
ー
ト
」
と
い
う
文
化
圏
に
包
摂
さ
れ
た
「
私
」
の
存
在
は
、
決
し
て
抽
象
的
な
あ
り
方
で
は
な
く
、
同
時
代
文
脈
に
お
き
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
都
市
空
間
の
中
で
こ
そ
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
主
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
＊
「
皮
膚
と
心
」
の
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
『
太
宰
治
全
集
』
第
三
巻
（
筑
摩
書
房
一
九
八
九
年
十
月
）
に
拠
る
。
注
(1)
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
全
集
』
第
三
巻
「
解
題
」（
筑
摩
書
房
一
九
八
九
年
十
月
）
(2)
一
九
三
九
年
五
月
、
川
端
康
成
は
「
小
説
と
批
評
―
文
芸
時
評
」（『
文
藝
春
秋
』
第
十
七
巻
第
九
号
）
に
お
い
て
、「
太
宰
氏
の
青
春
は
、「
女
生
徒
」
に
、
女
性
的
な
も
の
と
し
て
歌
は
れ
た
。
そ
こ
に
こ
の
作
者
と
し
て
は
珍
し
く
多
く
の
人
に
も
通
じ
る
、
素
直
な
美
し
さ
を
見
せ
た
」
と
評
価
す
る
。
(3)
神
谷
忠
孝
・
安
藤
宏
編
『
太
宰
治
全
作
品
研
究
事
典
』（
勉
誠
出
版
社
一
九
九
五
年
十
一
月
）
(4)
森
山
啓
「
昭
和
時
代
の
代
表
作
」（『
新
潮
』
一
九
三
九
年
十
二
月
一
日
）
(5)
神
田
鵜
平
「
創
作
時
評
」（『
新
潮
』
一
九
三
九
年
十
二
月
一
日
）
(6)
三
戸
武
夫
「
文
学
界
」「
今
月
の
小
説
」
欄
『
三
田
文
学
』
一
九
三
九
年
十
二
月
一
日
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
著
述
総
覧
』
東
京
堂
出
版
一
九
九
七
年
九
月
）
(7)
原
子
朗
「
太
宰
治
に
お
け
る
〈
を
ん
な
の
言
葉
〉」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
一
九
八
七
年
一
月
）、
東
郷
克
美
「
太
宰
治
―
女
性
独
白
体
の
発
見
」（『
日
本
文
学
講
座
６
』
一
九
八
八
年
六
月
）
と
坪
井
秀
人
「
語
る
女
た
ち
に
耳
傾
け
―
太
宰
治
・
女
性
独
白
体
の
再
検
討
」（『
国
文
学
』
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
な
ど
は
代
表
的
な
論
考
で
あ
る
。
(8)
榊
原
理
智
「『
皮
膚
と
心
』
―
語
る
〈
女
〉・
語
ら
れ
る
〈
非
対
称
〉」『
国
文
学
解
釈
と
教
材
研
究
』（
学
燈
社
一
九
九
九
年
六
月
）
(9)
内
海
紀
子
「
太
宰
治
『
皮
膚
と
心
』
論
―
内
面
／
外
面
の
認
識
論
的
布
置
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
文
』（
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
二
〇
〇
四
年
二
月
）
(10)
吉
岡
真
緒
「
太
宰
治
『
皮
膚
と
心
』
論
：
記
号
性
の
消
失
、
無
効
化
さ
れ
る
権
力
( 一
九
三
九
年
) 」『
太
宰
治
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』（
四
）（
笠
間
書
院
二
〇
一
二
年
六
月
）
(11)
高
橋
宏
宣
「
転
位
す
る
〈
皮
膚
〉
―
太
宰
治
『
皮
膚
と
心
』
論
」『
文
芸
研
究
』（
東
北
大
学
二
〇
〇
三
年
三
月
）
(12)
斉
藤
理
生
「
太
宰
治
の
〈
東
京
〉
の
使
い
方
：
織
田
作
之
助
の
〈
大
阪
〉
を
補
助
線
に
」『
文
学
・
語
学
』（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
二
〇
一
四
年
十
二
月
）
(13)
鈴
木
理
生
『
東
京
の
地
理
が
わ
か
る
事
典
』（
日
本
実
業
出
版
社
二
〇
〇
二
年
三
月
）
(14)
豊
田
薫
『
東
京
の
地
理
再
発
見
―
だ
れ
が
街
を
造
っ
た
か
上
』（
地
歴
社
一
九
九
四
年
九
月
）
(15)
文
部
省
編
『
学
制
百
年
史
資
料
編
』（
帝
国
地
方
行
政
学
会
一
九
八
一
年
九
月
）
(16)
地
図
資
料
編
纂
会
編
『
江
戸
‐
東
京
市
街
地
図
集
成
：
五
千
分
の
一
1887( 明
治
) 年
ｰ1959( 昭
和
) 年
』（
東
京
柏
書
房
一
九
九
〇
年
六
月
）
20
34
(17)
稲
垣
恭
子
『
女
学
校
と
女
学
生
』（
中
央
公
論
新
社
二
〇
〇
七
年
二
月
）
(18)
『
資
生
堂
百
年
史
』（
株
式
会
社
資
生
堂
一
九
七
二
年
六
月
）
(19)
和
田
博
文
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
資
生
堂
』（
ゆ
ま
に
書
房
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二
〇
〇
六
年
五
月
）
(20)
『
女
学
校
と
女
学
生
』、
前
掲
・
注
(17)
(21)
和
田
博
文
『
資
生
堂
と
い
う
文
化
装
置
1872ｰ1945 』（
岩
波
書
店
二
〇
一
一
年
四
月
）
(22)
前
掲
『
資
生
堂
と
い
う
文
化
装
置
1872
ｰ1945 』（
三
三
一
頁
）
で
、「
一
九
三
七
年
七
月
以
降
の
日
中
戦
争
下
で
戦
時
色
は
徐
々
に
濃
く
な
っ
て
い
く
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
銀
座
は
華
や
か
輝
き
を
失
わ
な
か
っ
た
。
輝
き
の
中
心
に
い
た
の
は
女
性
で
あ
る
。
報
知
新
聞
社
経
済
部
編
『
大
東
京
繁
昌
記
』（
一
九
三
四
年
六
月
、
成
美
堂
書
店
）
に
、「
銀
座
享
楽
の
絶
対
多
数
は
婦
人
群
」
と
い
う
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。（
略
）
当
初
は
デ
パ
ー
ト
に
押
し
寄
せ
た
女
性
は
、
銀
ブ
ラ
を
楽
し
む
う
ち
に
、
銀
座
の
「
通
」
に
な
っ
て
い
っ
た
。「
銀
座
の
王
座
」
は
、「
あ
へ
て
「
有
閑
と
は
い
は
ぬ
が
若
き
マ
ダ
ム
、
女
学
生
、
職
業
婦
人
」」
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
和
田
博
文
は
指
摘
す
る
。
(23)
佐
藤
朝
美
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
美
容
・
化
粧
・
装
身
』（
ゆ
ま
に
書
房
二
〇
〇
九
年
九
月
）
(24)
内
海
紀
子
、
前
掲
・
注
(9)
(25)
清
水
正
雄
『
東
京
は
じ
め
て
物
語
銀
座
・
築
地
・
明
石
町
』（
六
花
社
一
九
九
八
年
三
月
）
(26)
印
刷
博
物
館
編
『
印
刷
都
市
東
京
と
近
代
日
本
』（
凸
版
印
刷
印
刷
博
物
館
二
〇
一
二
年
十
月
）
(27)
週
刊
朝
日
編
『
値
段
史
年
表
明
治
・
大
正
・
昭
和
』（
朝
日
新
聞
社
一
九
八
八
年
十
一
月
）
(28)
豊
田
薫
『
東
京
の
地
理
再
発
見
―
だ
れ
が
街
を
造
っ
た
か
下
』（
地
歴
社
一
九
九
四
年
十
一
月
）
(29)
佐
藤
陽
一
『
地
図
物
語
あ
の
日
の
日
本
橋
』（
武
洋
堂
二
〇
〇
七
年
九
月
）
(30)
『
地
図
物
語
あ
の
日
の
日
本
橋
』、
前
掲
・
注
(29)
(31)
『
集
英
社
世
界
文
学
大
辞
典
』（『
世
界
文
学
大
辞
典
』
編
集
委
員
会
一
九
九
七
年
四
月
）
(32)
『
フ
ラ
ン
ス
文
学
小
事
典
』（
朝
日
出
版
社
二
〇
〇
七
年
三
月
）
(33)
日
本
に
お
け
る
『
ボ
ヴ
ァ
リ
夫
人
』
の
翻
訳
と
受
容
に
つ
い
て
、
山
川
篤
『
花
袋
・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
』（
駿
河
台
出
版
社
一
九
九
三
年
五
月
）、『
続
花
袋
・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
』（
駿
河
台
出
版
社
一
九
九
五
年
三
月
）
と
三
原
智
子
「
日
本
に
お
け
る
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
作
品
受
容
に
つ
い
て
」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
五
十
六
巻
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
は
、
詳
し
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
(34)
山
川
篤
『
続
花
袋
・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
』（
駿
河
台
出
版
社
一
九
九
五
年
三
月
）
(35)
こ
こ
で
は
一
九
三
九
年
の
『
婦
人
公
論
』
第
二
十
四
年
二
月
号
に
お
け
る
「
女
ら
し
さ
に
就
い
て
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
参
考
と
し
た
。
こ
の
コ
ラ
ム
の
中
で
、
阿
部
知
二
、
伊
藤
整
、
岸
田
國
士
の
三
人
の
男
性
知
識
が
、「
女
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
各
自
エ
ッ
セ
ー
を
書
い
て
い
る
。
(36)
『
東
京
は
じ
め
て
物
語
銀
座
・
築
地
・
明
石
町
』、
前
掲
・
注
(25)
(37)
和
田
敦
彦
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
デ
パ
ー
ト
』（
ゆ
ま
に
書
房
二
〇
〇
五
年
五
月
）
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